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〔書評と紹介〕

原 實

　学問は日進月歩で，一時たりとも停まる事がな

い。毎週，地球の何処からか送られて来る書籍，

論文の抜刷りの類はそれらを追うに必ずしも容易

でないが，さりとてそれらを等閑に付す事は許さ

れない。出版社からは所謂Review　Copyとして

送られてくるものもあり，それらに対しては本邦

に紹介する義務が伴う。

　その中，専門分野に近いものは当然厳密な書評

の対象となり，筆者はそれらをIndo－lranian

Journal，　Orientalistische　Literaturzeitung，東

洋学報等に掲載している。しかしながら，専門分

野を離れても，その中で優れたものは，たとえ簡

略な形に於いてでも，紹介に値すると思われる。

選択の基準は必ずしも厳密には立て難く，紹介の

密度にも濃淡のある事は筆者自ら自覚しているが，

識者の要望に応えてここに幾つか紹介する事とし

た。この機会を与えられた久留宮円秀博士に深甚

なる謝意を表する。ただ，今回は執筆に僅か10日

の猶予を与えられたに過ぎなかったから，仏教学

を中心に論文集2，著書1，論文3を紹介するに

留める、

（1）1πdiαn　Studies　（Setected　Pffpers）bu

Gustav　Roth，　edited　by　H．　Bechert　and　P．

Kieffcr－Piilz，　Bibliotheca　Indo　Buddhica　No．

32，Sri　Satguru　Publications，　Delhi，19S6．　pp．

i＿xxx　v，1＿46S．

　西洋のインド学者の中て最も永くインドに滞在

し，Patnaを中心にインド人学者に数多くの友人

を有してその信望を一身に集め，19S2；こはNava

Nalanda　Mahavihaτaの学頭就任の栄誉を担っ

たGustav　ji　Rothの70歳の誕生日を記念して，

彼とゆかりの深いGOttingen大学のインド学・

仏教学研究室は先年彼の論文論説27と書評8を選

び，一書に橿めてインドより刊行した．本邦に於

いても　B加た5z‘廊一llnaya（Patna　1970），　Patna－

dharmapada（D｛θSPrαche　der　dltesten　bltd（lhis一

tisc乃en　U’bey｝ie∫erung，　ed．　by　H．　Bechert，　G6tt－

ingen　1980一本書2W　PP．289－350）を始めとして

説出世部の研究論文や，Stapaの研究により知る

人も多いが，彼の専門はジャイナ教文献より，中

期インド・アリアン語学，文学，更にインド美術

史に及ぶ。

　その略歴が自筆によって興味深く綴られた（ix－

xxiv）後に，著書論文論説47，書評9を列挙する

著述目録（xxvi－xxxiii）は彼の学問の全体を彷彿

させるのに充分である。その中には，E・Walds－

chmidt生誕80歳祝辞（11），　G6ttingenのサンス

クリット研究150年（14），LAlsdorf追悼（16）と

いった個人や研究所を顕彰するもの，また中期イ

ンド・アリアン語（18），ジャイナ文献（19）を概説

したものも含まれてT・）るが，それら以外は全て高

度に専門的な研究論文である。特に仏教学に関連

するものとして説出世部（Arya　Mah厄sa血ghika－

lokottaravadin）のVinaya文献の言語，語法に

関するもの（5，7，21，24），Bodhisa七tvabhロmi

第一章（12），StUpa研究（22，23），聖老誕生護一

般との比較における仏誕伝説研究（26）等が挙げら

れよう。書評も或るもの（Lin　Li－KOuang，　Dha－

rllza－sallZUCCa“，a，　D．　S．　Rueg9の如来蔵研究二篇）

は長文にわたり，全て極めて学問的，良心的なも

のばかりである。巻末は語彙索引（pp．457－468）

図像29によって締め括られる。

（2）K．　R．Norman，　Co｛lected」Pαpers，　Volume

I，publislred　by　The　Pali　Text　Society，　Oxford

1990．pp．　i－xvi，1－27L

　周知のとおL著者は現在ケンブリッジ大学教授

で，今年その最終年を迎える。著者は1969－71の

間にEtders’1・”erses　2冊によって厳密なPali文

献学者の令名を国の内外に馳せ，1982年にはJ．

GondaのHistory　of　Indian　Literatureの企画

に参加してPali　Literatureを上梓し，斯学の標

準的参考書を世に送った。又，久しくPali　Text

Societyの会長，　CoPenhagenのCritical　Pali

Dictionaryの主幹としてその発展に貢献したこ

とは周知の事実である。本書はThe　Pali　Text

Societyが彼の65歳の誕生日を記念して1956年よ

り1977年にいたる20年間，諸種の学術雑誌，記念

論集に発表した30の論文を一書にまとめたもので

ある。既述のG・Rothのそれと同様に，学術雑

誌の中には既に入手困難となったものもあるから，
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碩学の論文が一書にまとめられる事はドイツの

Glasenapp　Stiftun9の例に洩れず，後学に稗益

するところ極めて大なるものがある。

　30の論文はほぼ発表年代の順を追ってならべら

れているが，著者は必要に応じて加筆訂正（Pos－

tscript）しているから，今回の出版はただ単なる

集録以上のものがある。それらは一Middle　Indo一

Aryan　∫tt‘diesと銘打って，　Baroda　Oriental

Instituteの雑誌に発表したもの12（1－XIII，　XII

は次号）を始めとして　Ardha－magadhi，　Pali，

ASoka王碑文の言語に亘る中期インド・アリアン

語を対象とし，その音論，語彙，統語法の諸問題

を論じている。本書はインド語，イラン語，ギリ

シャ語，ラテン語の語彙索引（pp・263－271）で終

わっている。

　尚，彼の論文集は全四巻で完結する予定で，第

二巻は既に刊行され，第三巻は目下印刷中，第四

巻は準備中と聞く。

〔3）　Kenneth　G．　Zysk，　Asceticism　and　fleal－

ing　iπAncient　Indiα，　Medicine　in　the　Bud－

dhist　Monastery　（Oxford　University　Press，

1991）　pp．1－200．

　標題よりしてシャーマンの呪法と治病の実態を

予想させるが，内容は仏典を中心として紀元前800

年より100年に到る時代のイン1・1医学の発展を辿

る，：Xtharvavedaにlll！｛源すろ呪術的治病法（ma－

g三co．religious　healing）を前8世紀以前に，　Ca「－

aka，　Sugruta，　Bhelaに見られる経験的合理的治

療法（empirico－rati。nal）を前2世紀以後に措定

して，その間に所謂『沙門道二（Sramarpa），なか

んずく仏教とその教団の発達を置いて，そこに呪

術と科学の橋渡し的役割を見ようとする。仏教の

インド医学への貢献はかつて岩本裕博士が指摘し，

矢野道雄氏も認める所（インド医学概論p・xix）

であるが，本書はこの点を系統的に論じた。

　第一章はRigvedaの医神ASvin双神の地位，

法典その他に見える医者の軽視に徴して，もと医

療が正統バラモン系統に異質で，医の伝統は本来

異端の宗教（沙門道）に本質的であつたと見る。

律蔵大品薬鍵度章の記述，不浄観と解剖学的知識，

仏と大医王，四聖謡と診断・治療との類似，四依

中の陳棄薬，Jivaka伝説，サンガに於ける病人

の処置，養病坊，悲田院等，社会福祉と仏教の問

題，中央アジア出土仏典の性格，仏教の中国伝播

と医術・治病の連関，大乗仏教の薬師信仰等を順

次概観し，又他の宗教に見られる二伝道と治病1

の問題を論ずる。

　第二章は初期仏教教団の薬事（Materia　Medi－

ca，五薬その他），　Pilindavacchaの故事を中心

として，挾癬，魔遅，眼病等の病の列肇と対治の

実態を述べ，その記述と医典，なかんずくSuSruta

との類似を指摘する。Buddhaghosaの大品注と

これら医典の記述の比較は将来の問題となろう，

巻末は二っの補遺（Jivaka’s　Cures，　Glossary　of

Pali　and　Sanskrit　Plant　Names），づ〔献目録，

索引によって締め括られる。

（4）Heinrich　von　Stietencron，“Die　Rolle　des

Vaters　im　Hinduismus，”　Vαterbild　in　Kultu－

ren　Asiens．　Afrikαs，　and　Ozeαnien⑤，　heエau一

sgegeben　von　H．　Tellenbach（S　tuttgart］979）

pp．51－72　und　170－171．

　男子を儲けるは死後天界を得る道，梵語putra

（息子）は古代インドの通俗語源二芦二於いてput

と名付ける地獄から父祖を救出する者（tra－）と分

析されるのは周知の事実である．祖先祭rgrえdd－

ha）に息子の義務であり，法典ぱ長子相続を規定

するから，親子，なかんずく父と息子の問題は古

代インド人の主要関心事てあった事はり］らかであ

る。

　しかしなから，他面．業　（karnian）・ノ）思想は

一切を個人の責任に㍑すから，俗にいう親子の絆

なるものに元来その世界観にに介フ、⊃余地がない

筈である。生まれるのも死Ωのも，ス死後天国1こ

行くも地獄へ赴くも全て個人の責任て，息子とて

も父の運命を左右し得ない。親の吉行や罪を子が

相続すろ如きにインドには無縁の思楚1てあった；t

父は又，古く教師の役割を以てその権荻としたが，

職業的教師の出現は父の権威を失墜せしめるに充

分であった。かてて加えてインドの大家族主義は

二父：よりもむしろ二祖父．1．の権威を高からしめ

た。これらの要素1業の思想，専門的教師の出現，

大家族主義）は理論的に二父を子の絆より解離

し，また：父親の役割』を低下せしめ，その権威

を失墜せしめたと著者は言う。古代インドに5っ

て，創造主梵天をpita－mahaと言ってもかつて

pitrと言わなかった所以をここに著者は見よう

し→’tL．ヲo、

（5）Nalini　Balbir，“Le　discours　6tymologique

dans　1’h6t6rodox　ie　indienne，”　Dゴscours　6ty一
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MOtotliqμeS．　Actes　du　Colloque　international，

orgt　nis6　嵐　roccasion　du　centenaire　de　la　na－

issance　de、㊦一alther　von　XVartburg，　Bafle，　Frei－

burg　i．　Br．　Mulhouse，16－］8　mai　1988，　Edit6s

par　Jean－PierTe　Chambon　et　Georges　Ludi

avec　la　collal）oration　de　I｛ans－）1〔　rtin　Gauger，

Frank　Lestringant，　Georges　Pinaしllt，　Ilax　Nie－

meyer　Verlag，　TUbingen　1991，　pp．121－131．

　．［吉代fンド，　なかノレず（ブラーフー：『ナ文；景1：は

所ご胃］重｛谷、言ヒ軍学三戸『ミづ→三．評言r藪チナF斤」i；し、Lられる一　tfi、：

物三その名称三はもと一休はして不可分三考えら

れていたから，．分折によつて／・称・㌧・：・ト質を究める

事∴そのまま事物の本質に迫る所以と考えられて

いご二同種の試みが異端の宗教，なかんずく仏教

に於’、・て如1可ように為されていたか，ここ1こBu－

ddhaghosa三Aggavamsaを中心に解；；．；さされるこ

読．9il．二仏呉の藷源分！斤かIE統∴ラー：L一ン文献のそれ

と逗．三’を異1こしていて・事をここに見出．；’でちろう、⊃

例えば，araha：’t｝G可羅三）を1｝重常ノ）　段賊〔ar－

ihanl．1　二応fT≒　rarahati〕　　の∫也，　［i　i’ak5　（冨［に司，

：一切・頃悩〕遠溺，a－ralla（密かに：、悪事をな

ご1ず1，a－ruhanta（．．業：：ミ尽改に．自：三ヒの芽〕生

えず’，　a－raha　（rathp．）　rl：1ミ車）　となづ’夕巨でちる⊃

正統バラそンへの対抗意識を．反1じ1とするものとして

puti’n　と　br艮hnvarpa　の訂6写（分・｛1斤；ジある，，　．日if者は

既．述．：う已獄ギノ父已を．1：kい出づ．’』ヒせず，punati

㍑．’ξミを：　言トfヒt一る二菖・），　P〔iτeti　（．．ニミ．ン》心こ・：　；蕎た

ゴ．．呂．ノ　1言ちし．．　乞乏．者・，　工1［］㌧　brihmapa　（mahana）

、：　1．）ihita－p三Pa　↓1≡三口五アト，，・9’「；，□．：；；｝1三1，　二之，　rn　ii　ha　rp　a

に　rnit　hana　／殺す勿：江）三分解される：bhikkhu

も1・．㍍亘に：恐怖を見る者（salhs証re　bhas’am

ikkhatU．．． 　と　なvJL、　こ｛」”）i迫　　bhagavan，　kusala，

hara，　t　［t　yin　の諸；吾え〉；論じられるr　Prakrit　’li’1こ

於；ナろ二子音の同化はSanskrit　li’」；iにこ｝．－sけるよ：J

もこの種の：二源分P〒により多様な拍と可デ」旨性を与

えてい乙、ズ，この種の語源分析｛よ中期インド・

アリアンの語の音韻史研究にも示唆すろE・rO．ソる。
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ンヘン大学に講莚をはる　D．Schlingloffほもと

中．央アジア出土．梵文仏典写本の研究に陵れ三貢献

をなしたが，　1司時に　A．von　Le　Coq，　A．　Grtin．

wedel，　E．　Waldschmidtの学統を承け，　fンド

学のこの分野：こおいても第一人老として知られて

い．る。ここ1二扱わ．｝エる中央アジアKizil石窪の壁

画ぱ　・S　jaMlt〔1　ti）’ごれと：まにご同ll寺代　（五1旦辛こi・tE’i㌧1

－（・，　　1逗材・こ1司1蒙1二　J互七aka，　Avad註na　rさaSa－．

Sibi－，　Vyaghl’i－，　Rllrし1等）の類より取り、描川の

手法も類似し『．◎、’る。著者はここでKizil窒画の

中．より二を取り川して，それらとPOrりa－avad和】a

〔Zebucart－haU｝及び　Sudhanakulnara－a＼adびna

の物語cDex’ils’cave　A）のこを此定して噛、・る

文末は両白窟・り構図と，壁画の線描を画’、’てその

下に物口をロベ．ぴ；￥説している，尚，同陛1．ソ）過

去15午．力この種の研究論文24に近時　S7z妬∂5　i｝z

theガ・1：ぬf’ai）itinsTs，　Jtlenti．flcation・s・Uid　lliter－

∫）万）tatio｝ls　二「逗しTこ一≧㍉こまとめらtl，　　でン　ト1よ

り出版さ：｝）、ている　il　，S　janta　Publicat三・〕nミ，　Delhi

1988）．

（6）Dieter　Schlingloff，　tt　Traditions　of　Indian

Narrative　Painting　in　Central　Asia，”A　ltsaU一

απiτi，Essays　presented　to　Dr．　Debala　Mitra，

editor　G．　Bhattacharva，　Indian　Book　Centre

（Delhi　1991）pp．163－169　with　7丘gures．

　　図像rBild）と物語（Erzithlumg）との比定は美

術史と文献学の接点として，インド学勃興の初期

からヨーロッパの学者の［91心をひいた。現在ミ」


